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訓
点
の
一
源
流
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一
、
日
本
の
訓
点
の
起
源
説

日
本
の
訓
点
の
起
源
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
三
つ
の
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。

第
一
は
、
日
本
で
創
案
し
た
と
い
う
説
で
あ
る
。
淵
源
は
南
都
(
奈
良
)

古
宗
の
仏
徒
の
手
に
あ
り
、
平
安
朝
初
頭
か
ら
起
っ
た
と
説
く
も
の
で
あ
る
。

(
-
)

春
日
政
治
博
士
が
論
文
「
初
期
点
法
例
」
で
説
い
て
以
来
、
今
日
ま
で
行
わ

れ
て
い
る
。

第
二
は
、
中
国
大
陸
の
楼
蘭
・
教
坦
文
献
の
加
点
に
求
め
る
も
の
で
、
特

に
敦
塩
文
献
の
句
切
点
・
破
音
字
点
の
影
響
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
石
塚
晴

(
2
)

通
氏
が
「
楼
蘭
・
致
煙
の
加
点
本
」
「
敦
塩
の
加
点
本
」
「
四
声
点
の
起
源
」

等
で
説
い
て
い
る
。

第
三
は
、
朝
鮮
半
島
の
新
羅
の
影
響
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
藤
本
幸
夫
氏

が
十
余
年
前
に
、
「
八
世
紀
の
新
羅
留
学
僧
に
よ
っ
て
、
華
厳
宗
と
共
に
、

(
J
)

漢
文
訓
読
法
が
齋
さ
れ
た
可
能
性
」
を
指
摘
さ
れ
、
近
年
の
新
羅
や
高
温
の(-)

経
巻
か
ら
角
筆
加
点
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
そ
の
裏
付
け

と
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
の
日
本
で
創
案
し
た
と
い
う
説
は
、
春
日
政
治
博
士
が
、
そ
の
推
測

の
前
提
と
し
て
「
抑
々
点
法
の
事
は
、
之
を
現
存
の
古
資
料
に
徴
す
る
に
」

と
断
ら
れ
た
よ
う
に
、
東
大
寺
・
聖
語
蔵
に
保
存
さ
れ
た
古
経
巻
を
主
と
す
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L

る
調
査
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
古
経
巻
に
は
訓
点
が
自
点
や
朱
点
で
施
さ

れ
て
あ
り
、
そ
の
最
も
古
い
も
の
が
平
安
時
代
九
世
紀
初
頭
と
見
ら
れ
た
こ

と
に
拠
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
時
、
奈
良
時
代
八
世
紀
に
角
筆
で
訓
点
を

施
し
た
古
経
巻
が
発
見
さ
れ
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
訓
点
が
平
安

時
代
九
世
紀
初
頭
か
ら
起
っ
た
と
す
る
説
が
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。
更
に
、
奈
良
時
代
八
世
紀
の
角
筆
の
訓
点
の
内
容
を
検
討
し
た
結

果
は
、
起
源
が
南
都
古
宗
の
仏
徒
の
手
に
あ
る
と
す
る
説
も
修
正
す
る
必
要

が
生
じ
て
来
て
い
る
。

第
二
の
、
敦
燈
文
献
の
加
点
の
影
響
と
す
る
説
は
、
石
塚
晴
通
氏
が
、
敦

性
文
献
に
朱
点
(
若
干
の
墨
点
も
)
　
で
施
さ
れ
た
破
音
字
点
を
取
り
上
げ
た

も
の
で
あ
る
が
、
日
本
で
自
点
、
朱
点
に
よ
る
訓
点
記
入
が
始
ま
っ
た
平
安

時
代
九
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
敦
坦
文
献
の
加
点
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を

具
体
的
に
示
す
資
料
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
特
に
破
音
字
点
は
、
平
安
時
代

初
頭
に
使
用
例
が
見
ら
れ
な
い
。
敦
燈
文
献
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
中
国
大
陸

の
加
点
が
、
日
本
の
訓
点
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
て
、

具
体
的
に
は
平
安
新
興
仏
教
の
天
台
宗
の
円
珍
や
円
仁
の
在
唐
中
と
帰
朝
後

の
資
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
又
、
十
世
紀
初
の
日
本
書
紀
の
加
点
で
指
摘
さ

れ
る
が
、
そ
の
時
期
は
九
世
紀
の
後
半
以
降
で
あ
る
。
中
国
大
陸
の
加
点
が

日
本
の
訓
点
に
及
ぼ
し
た
影
響
も
有
力
な
一
つ
で
あ
ろ
う
が
、
現
段
階
で
は
、

日
本
の
訓
点
の
起
源
と
す
る
に
は
更
な
る
資
料
の
裏
付
け
が
必
要
と
な
る
。



第
三
の
、
新
羅
の
影
響
と
す
る
説
は
、
先
ず
、
藤
本
幸
夫
氏
が
、
遺
読
を

含
み
訓
読
の
順
序
を
示
す
漢
数
字
の
加
点
に
拠
っ
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
加
点
法
が
朝
鮮
半
島
の
十
五
世
紀
後
半
の
口
訣
資
料
や
施
符
資
料
に
見

ら
れ
、
同
じ
方
式
の
加
点
が
日
本
の
平
安
時
代
初
頭
の
訓
点
本
に
も
見
ら
れ

る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
藤
本
氏
の
取
り
上
げ
ら
れ
た
大
東
急
記
念
文
庫

蔵
華
厳
刊
定
記
巻
第
五
の
他
に
も
、
新
羅
の
皇
龍
寺
僧
の
表
月
が
撰
集
し
た

華
厳
文
義
要
決
(
佐
藤
達
次
郎
氏
旧
蔵
本
)
　
や
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
の
華
厳

刊
定
記
巻
第
九
、
根
本
説
一
切
有
部
叱
奈
耶
巻
第
二
の
朱
点
・
自
点
に
見
ら

(
5
)れ

、
い
ず
れ
も
日
本
に
お
い
て
毛
筆
に
よ
る
訓
点
記
入
が
始
ま
っ
た
時
期
の

も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

近
年
、
朝
鮮
半
島
の
十
世
紀
・
十
一
世
紀
の
古
経
巻
か
ら
角
筆
の
加
点
が

発
見
さ
れ
て
、
藤
本
氏
の
扱
わ
れ
た
十
五
世
紀
後
半
の
ロ
訣
資
料
等
よ
り
も

時
代
を
遡
ら
せ
て
、
日
本
の
訓
点
と
の
関
連
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
日
本
に
遺
存
す
る
八
世
紀
・
九
世
紀
の
加
点
資
料
に
基
づ
い

て
、
藤
本
氏
の
説
か
れ
た
所
の
、
新
羅
か
ら
漢
文
訓
読
法
が
督
さ
れ
た
可
能

性
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
考
察
し
た
い
と
思
う
。

二
、
正
倉
院
文
書
に
見
ら
れ
る
新
羅
高
僧
の
撰
述
書

印
度
西
域
か
ら
伝
来
し
、
中
国
大
陸
に
お
い
て
漢
語
に
翻
訳
さ
れ
た
経
論

の
数
々
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
編
述
さ
れ
た
注
釈
書
等
が
、
東
ア
ジ
ア
の
周

辺
諸
国
の
言
語
文
化
に
大
き
く
影
響
し
た
中
で
、
日
本
で
も
仏
教
が
伝
来
し
、

弘
通
す
る
に
つ
れ
て
種
々
の
仏
典
が
将
来
さ
れ
た
。
奈
良
時
代
(
八
世
紀
)

に
は
、
官
営
の
写
経
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
侯
っ
て
、
多
く
の
仏
典
が

書
写
さ
れ
読
諭
さ
れ
た
。
そ
の
具
体
的
な
経
巻
名
が
正
倉
院
文
書
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
。

新
羅
の
高
僧
が
撰
述
し
た
仏
典
で
、
奈
良
時
代
(
八
世
紀
)
　
に
日
本
に
将

来
さ
れ
た
も
の
を
、
正
倉
院
文
書
に
よ
っ
て
掲
げ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
撰
者
ご
と
に
纏
め
て
、
正
倉
院
文
書
所
載
の
仏
典
名
と
そ
の
年
月

を
示
し
、
そ
の
下
に
　
r
大
日
本
古
文
書
」
　
の
巻
数
と
頁
数
を
〔
　
〕
　
に
包
ん

で
示
す
。
(
以
下
の
論
述
の
便
の
た
め
に
、
私
に
各
仏
典
に
通
し
番
号
を
付

す
)〔

新
羅
元
暁
〕

1
　
華
厳
兢
一
部
十
巻
　
航
暁
　
天
平
十
五
年
三
月
〔
八
ノ
一
六
九
〕

2
　
両
巻
天
童
寿
経
宗
旨
一
巻
　
元
暁
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月
〔
十
二
ノ
三

八
〇
〕

3
　
勝
電
鍵
疏
一
部
三
巻
　
元
暁
師
　
天
平
勝
宝
三
年
六
月
　
〔
十
二
ノ
九
〕

4
　
勝
蔓
経
疏
一
部
二
巻
元
暁
師
述
　
在
慶
俊
師
所
　
又
庭
々
甚
多
也
　
天
平
勝
宝
三

年
六
月
　
〔
十
二
ノ
一
四
〕

;
こ
こ

5
　
般
舟
三
昧
経
略
疏
一
巻
　
元
暁
師
述
　
右
疏
審
詳
師
書
類
者
　
天
平
勝
宝

五
年
八
月
　
〔
十
三
ノ
二
二
〕

6
　
楊
伽
宗
要
論
一
巻
　
天
平
十
六
年
十
月
　
〔
八
ノ
五
二
二
〕

7
　
楊
伽
経
宗
要
二
巻
一
巻
疏
　
天
平
二
十
年
六
月
　
〔
三
ノ
八
五
〕

8
　
人
楊
伽
琉
一
部
八
巻
　
元
暁
師
述
　
在
元
興
寺
理
教
師
所
　
天
平
勝
宝
三
年
六
月

〔
十
二
ノ
一
四
〕

9
.
梯
伽
経
疏
十
三
巻
　
元
暁
師
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月
　
〔
十
二
ノ
三
八

〇
〕

1
0
　
維
摩
宗
要
一
巻
　
白
紙
　
天
平
三
年
八
月
　
〔
七
ノ
二
三
〕

1
1
　
維
産
経
　
(
疏
)
　
四
部
　
元
暁
疏
三
巷
　
天
平
勝
宝
五
年
九
月
　
〔
三
ノ
六

四
二
〕

1
2
　
(
探
密
経
疏
)
一
部
三
巻
　
元
暁
師
　
右
疏
在
元
輿
寺
法
隆
師
所
　
天
平

勝
宝
三
年
六
月
〔
十
二
ノ
一
〇
〕
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金
光
明
鐙
疏
一
部
　
八
㌢
詣
獅
堀
式
諾
天
平
十
六
年
九
月
廿
七
呈
　
天
平

十
五
年
十
一
月
〔
八
ノ
三
七
二

日
寵
勝
王
経
疏
八
巻
　
元
暁
師
　
天
平
勝
宝
三
年
九
月
　
〔
十
二
ノ
五
三
〕

八
巻
金
鼓
経
疏
元
暁
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月
　
〔
十
三
ノ
三
八
〇
〕

不
増
不
減
軽
琉
一
巻
元
暁
師
述
　
天
平
勝
宝
三
年
五
月
　
〔
十
一
ノ
五
六

五
〕

大
恵
度
経
宗
要
一
巻
　
天
平
二
十
年
六
月
　
〔
三
ノ
八
六
〕

(
法
華
)
要
略
一
巻
元
暁
師
述
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月
　
〔
十
二
ノ
三
八

〇
〕

(
法
花
)
略
述
一
巻
元
晩
師
述
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月
　
〔
十
三
ノ
三
七

九
〕

法
花
宗
要
一
巻
　
天
平
十
六
年
七
月
　
〔
二
ノ
三
五
六
〕

金
剛
三
昧
経
論
二
巻
　
中
下
　
天
平
十
五
年
三
月
　
〔
八
ノ
一
六
八
〕

金
剛
三
昧
経
論
一
部
三
巷
　
元
暁
師
述
　
天
平
勝
宝
三
年
五
月
　
〔
十
一

ノ
五
六
六
〕

金
剛
三
昧
経
論
琉
三
巻
　
元
暁
師
撰
　
天
平
宝
字
七
年
七
月
　
〔
十
六
ノ

四
〇
三
〕

一
巻
(
浬
架
経
)
宗
要
　
元
暁
師
述
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月
　
〔
十
二
ノ

三
七
九
〕

(
浬
℡
)

冊
冊
経
疏
一
部
五
巻
元
暁
師
述
　
在
薬
師
寺
及
右
大
臣
殿
書
中
　
天
平
勝
宝
三
年

頃
　
〔
十
二
ノ
一
五
〕

又
(
梵
網
経
)
疏
二
巻
　
元
暁
　
天
平
勝
宝
三
年
九
月
　
〔
十
二
ノ
五

〇
〕

菩
薩
戎
本
持
犯
要
記
一
部
　
元
暁
　
天
平
勝
宝
五
年
五
月
　
〔
十
二
ノ

五
四
二
〕

瓔
格
経
疏
二
巻
　
天
平
二
十
年
六
月
〔
三
ノ
八
六
〕

瑜
伽
抄
一
部
五
巻
　
元
暁
師
　
天
平
勝
宝
三
年
六
月
　
〔
十
二
ノ
九
〕

0313233343

5

3
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雑
集
論
琉
一
部
五
巻
　
元
暁
師
　
神
護
景
雲
元
年
九
月
　
〔
十
七
ノ
一
〇

七
〕

中
辺
論
疏
　
天
平
勝
宝
元
年
十
二
月
　
〔
十
一
ノ
九
八
〕

中
辺
分
別
論
疏
四
巻
　
元
暁
師
　
天
平
勝
宝
三
年
九
月
　
〔
十
二
ノ
五

五
〕

中
辺
分
別
論
疏
一
部
瑚
鵬
師
白
票
無
軸
神
護
景
雲
元
年
九
月
　
〔
十

七
ノ
一
〇
七
〕

又
(
塀
中
辺
論
)
疏
四
巻
　
元
暁
師
述
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月
　
〔
十
二

ノ
三
八
二

摂
大
乗
論
抄
四
巻
　
天
平
二
十
年
六
月
　
〔
三
ノ
八
六
〕

世
親
摂
論
疏
四
巻
　
玩
瑠
郎
湖
師
書
　
天
平
勝
宝
五
年
　
〔
三
ノ
六
五

四
〕

梁
摂
論
疏
抄
一
部
　
和
浩
醜
醐
述
　
天
平
勝
宝
五
年
三
月
　
〔
三
ノ
六

一
八
〕

起
信
論
別
記
一
巻
　
元
暁
師
者
　
天
平
十
五
年
三
月
　
〔
八
ノ
一
六
九
〕

2434445464

起
信
論
記
一
巻
　
元
暁
師
撰

(
起
信
論
)
一
道
章
一
巻

(
起
信
論
)
一
道
章
一
巻

ノ
五
六
六
〕

(
起
信
論
)
　
二
部
章
一
巻

(
起
信
論
)
　
二
障
章
一
巻

ノ
五
六
六
〕

(
起
信
論
)
　
二
部
章
一
巻

三
八
こ

天
平
宝
字
七
年
七
月
　
〔
一
六
ノ
四
〇
五
〕

天
平
二
十
年
六
月
　
〔
三
ノ
八
六
〕

元
暁
師
述
　
天
平
勝
宝
三
年
五
月
　
〔
十
一

天
平
二
十
年
六
月
　
〔
三
ノ
八
六
〕

元
暁
師
述
　
天
平
勝
宝
三
年
五
月
　
〔
十
一

元
暁
師
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月
　
〔
十
二
ノ

大
乗
二
障
義
一
巻
　
元
暁
師
撰
　
天
平
宝
字
七
年
七
月
　
〔
一
六
ノ
四
〇

七
〕

起
信
論
(
疏
)
四
巻
　
二
慧
岨
輌
又
　
天
平
十
五
年
三
月
　
〔
八
ノ
一



六
九
〕

4
7
　
広
百
論
撮
要
一
巻
　
天
平
二
十
年
六
月
　
〔
三
ノ
八
八
〕

4
8
　
広
百
論
撮
要
一
巻
　
元
暁
述
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月
　
〔
十
二
ノ
三
八

三
〕

4
9
　
三
論
宗
要
一
巻
　
天
平
勝
宝
二
年
七
月
　
〔
十
一
ノ
三
〇
四
〕

5
0
　
宝
性
論
宗
要
一
巻
　
元
暁
師
述
　
天
平
勝
宝
三
年
五
月
　
〔
十
一
ノ
五
六

六
〕

5
1
　
掌
珍
論
料
簡
一
巻
　
天
平
二
十
年
六
月
　
〔
一
二
ノ
八
七
〕

5
2
　
掌
弥
論
料
簡
一
巻
　
元
暁
肺
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月
　
〔
十
二
ノ
三
八

二
〕

5
3
　
大
乗
観
行
門
三
巻
　
天
平
二
十
年
六
月
　
〔
三
ノ
八
八
〕

5
4
　
大
乗
観
行
門
三
巻
　
沙
弥
元
晩
述
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月
　
〔
十
二
ノ
三

八
二
〕

5
5
　
判
比
量
論
一
巻
　
以
上
大
官
寺
本
　
天
平
十
二
年
七
月
　
〔
七
ノ
四
八

八
〕

5
6
　
十
門
和
詳
論
一
部
　
二
巻
　
元
晩
師
述
　
天
平
勝
宝
三
年
五
月
　
〔
十
一

ノ
五
六
六
〕

5
7
　
六
現
観
義
発
菩
提
心
義
浄
義
合
一
巻
　
天
平
二
十
年
六
月
　
〔
三
ノ
八

八
〕

(菩)

5
8
　
六
現
観
義
発
升
道
義
浄
土
義
合
一
巻
　
元
暁
師
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月

〔
十
二
ノ
三
八
三
〕

〔
新
羅
表
月
〕

6
1
　
華
厳
文
義
要
路
二
巻
頼
島
　
天
平
勝
宝
三
年
五
月
　
〔
十
一
ノ
五
六

七
〕

〔
新
羅
憬
輿
〕

6
2
　
元
垢
称
経
疏
一
部
　
六
巷
環
輿
師
述
　
在
玄
印
師
書
中
　
掌
興
福
寺
車
軸
師
　
天
平

勝
宝
三
年
六
月
　
〔
十
二
ノ
二
四
〕

6
3
　
又
　
(
深
密
経
琉
)
一
部
五
巻
　
環
興
師
　
右
疏
在
元
興
寺
法
隆
師
所
　
天
平
勝

69　68　67　66　65　6471　　70

〔
新
羅
義
湘
〕

5
9
　
(
華
厳
)
一
乗
法
界
図
一
巻
　
天
平
二
十
年
五
月

6
0
　
(
華
厳
)
一
乗
法
界
図
一
巻
　
天
平
勝
宝
三
年
五
月

七
〕

〔
一
ノ
二
七
八
〕

〔
十
一
ノ
五
六

76　75　74　73　72

宝
三
年
六
月
　
〔
十
二
ノ
一
〇
〕

最
勝
王
経
疏
五
巻
　
瞞
興
　
天
平
十
二
年
七
月
　
〔
七
ノ
四
八
九
〕

最
勝
王
経
疏
十
巻
　
環
輿
師
　
天
平
勝
宝
三
年
九
月
　
〔
十
二
ノ
五
三
〕

環
輿
師
金
光
明
経
疏
第
一
天
平
十
九
年
七
月
　
〔
九
ノ
四
二
六
〕

法
花
経
疏
十
巻
　
環
興
師
揆
　
天
平
十
九
年
六
月
　
〔
九
ノ
三
九
二
〕

(捏)□
盤
経
述
賛
七
巻
　
天
平
勝
宝
二
年
六
月
　
〔
十
一
ノ
二
六
〇
〕

捏
架
経
述
賛
十
四
巻
　
環
興
師
　
神
護
景
雲
元
年
九
月
　
〔
十
七
ノ
八

二
(
浬
蟄
)

升
滑
経
疏
一
部
十
四
巻
　
環
興
師
　
在
大
安
寺
玄
智
師
所
　
天
平
勝
宝

三
年
六
月
　
〔
十
二
ノ
一
〇
〕

(
淀
褒
)

朴
升
経
疏
一
部
十
四
巻
　
環
輿
師
述
　
在
大
安
寺
玄
智
師
井
在
薬
師
寺
弘
滝
師
所
及
元
輿

寺
仁
基
師
所
　
天
平
勝
宝
三
年
六
月
　
〔
十
二
ノ
一
四
〕

爾
勤
経
疏
三
巻
　
環
興
師
　
天
平
十
二
年
七
月
　
〔
七
ノ
四
九
〇
〕

弥
勒
経
述
賛
三
巻
　
環
興
師
揆
　
天
平
十
六
年
十
二
月
　
〔
八
ノ
五
三
五
〕

大
在
頂
経
疏
一
部
二
巻
　
神
護
景
雲
二
年
十
一
月
　
〔
十
七
ノ
一
二
八
〕

顕
揚
論
環
興
述
賛
第
四
巻
　
天
平
十
八
年
正
月
　
〔
九
ノ
二
三
〕

顕
揚
論
述
賛
十
六
巻
　
環
興
師
揆
　
天
平
宝
字
七
年
七
月
　
〔
十
六
ノ
四

〇
四
〕

7
7
　
成
唯
(
識
)
論
駁
量
三
巻
　
天
平
勝
宝
三
年
三
月
　
〔
十
一
ノ
五
〇
三
〕



7
8
　
(
成
)
唯
識
(
論
)
旺
円
空
部
廿
巻
　
讃
捕
三
巻
」
　
在
興
福
寺
光
蔵
師

所
　
天
平
勝
宝
三
年
六
月
　
〔
十
二
ノ
一
〇
〕

7
9
　
供
舎
論
抄
一
部
四
巻
　
環
興
師
　
在
大
安
寺
善
勝
師
所
　
天
平
勝
宝
三

年
六
月
　
〔
十
二
ノ
一
〇
〕

〔
新
羅
明
晶
〕

8
0
　
(
華
厳
)
　
海
印
三
昧
論
一
巻
　
以
上
道
済
師
本
　
天
平
十
二
年
七
月

〔
七
ノ
四
九
二

〔
新
羅
義
寂
〕

9
5
　
馬
鳴
生
論
疏
一
巻
　
天
平
二
十
年
六
月
　
〔
三
ノ
八
六
〕

9
6
　
十
二
章
　
寂
法
師
　
天
平
十
二
年
七
月
　
〔
七
ノ
四
九
一
〕

〔
新
羅
玄
こ

100　99　98　97

(
元
量
寿
経
)
記
二
巻
　
天
平
二
十
年
六
月
　
〔
三
ノ
八
五
〕

法
花
経
疏
十
巻
　
玄
一
師
撰
　
天
平
十
九
年
六
月
　
〔
九
ノ
三
九
二
〕

随
顧
往
生
経
記
一
巻
　
天
平
二
十
年
六
月
　
〔
三
ノ
八
五
〕

随
願
往
生
経
記
一
巻
　
玄
一
述
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月
　
〔
十
二
ノ
三

八
〇
〕

94　93　92　919089　　8887　　86　85　84　　83　82　81

(
元
量
寿
経
)
　
疏
五
巻

大
般
若
経
剛
要
一
巻

大
般
若
桂
岡
要
一
巻

天
平
二
十
年
六
月
　
〔
三
ノ
八
五
〕

天
平
二
十
年
六
月
　
〔
三
ノ
八
六
〕

義
寂
師
述
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月
　
〔
十
二
ノ
三

八
こ

理
趣
　
(
経
)
　
幽
賛
一
巻
　
天
平
宝
字
七
年
七
月
　
〔
十
六
ノ
四
〇
二

(
法
華
)
料
簡
一
巻
　
天
平
二
十
年
六
月
　
〔
三
ノ
八
五
〕

(
法
華
)
料
簡
一
巻
　
義
寂
述
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月
　
〔
十
二
ノ
三
八

〇
〕

(
捏
栗
経
)
剛
H
二
巻
　
天
平
二
十
年
六
月
　
〔
三
ノ
八
四
〕

浬
磐
経
義
記
一
部
五
巻
　
寂
法
師
述
　
天
平
勝
宝
五
年
五
月
　
〔
十
二
ノ

五
四
二

捏
架
経
義
記
四
巻
　
寂
法
師
　
神
護
景
雲
元
年
九
月
　
〔
十
七
ノ
八
二
〕

(
捏
架
経
)
云
何
侶
一
巻
　
天
平
勝
宝
四
年
八
月
　
〔
十
二
ノ
三
六
こ

(網)

梵
納
経
疏
二
巻
寂
　
天
平
十
九
年
六
月
　
〔
九
ノ
三
八
三
〕

梵
網
経
疏
二
巻
　
空
㌢
天
平
勝
宝
三
年
九
月
　
〔
十
二
ノ
五
〇
〕

梵
網
経
文
記
二
巻
　
寂
法
師
　
神
護
景
雲
元
年
九
月
　
〔
十
七
ノ
八
七
〕

法
花
論
述
記
一
巻
　
天
平
宝
字
七
年
七
月
　
〔
十
六
ノ
四
〇
二
〕

1
0
1
　
(
唯
識
)
枢
要
私
記
二
巻
　
天
平
勝
宝
四
年
十
月
〔
十
二
ノ
三
八
三
〕

〔
新
羅
太
賢
〕

1
0
2
　
(
梵
網
経
)
古
逆
一
巻
　
天
平
勝
宝
三
年
九
月
　
〔
十
二
ノ
五
〇
〕

1
0
3
　
成
業
論
記
一
巻
　
天
平
十
六
年
十
二
月
　
〔
八
ノ
五
三
九
〕

〔
新
羅
智
仁
〕

1
0
4
　
又
(
四
分
律
)
抄
十
巻
智
仁
師
述
　
天
平
二
十
年
八
月
　
〔
十
ノ
三
二
七
〕

1
0
5
　
顕
揚
論
疏
十
巻
　
智
仁
師
　
天
平
勝
宝
三
年
九
月
　
〔
十
二
ノ
五
四
〕

1
0
6
　
(
仏
地
論
疏
)
　
又
四
巻
　
智
仁
師
　
天
平
勝
宝
三
年
九
月
　
〔
十
二
ノ
五

五
〕

〔
新
羅
行
達
〕

1
0
7
　
瑜
伽
聯
簡
一
巻
　
天
平
十
六
年
七
月
　
〔
二
ノ
三
五
六
〕

当
時
、
日
本
に
将
来
さ
れ
た
新
羅
撰
述
の
仏
典
は
こ
こ
に
掲
げ
た
も
の
の

他
に
も
存
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
右
掲
の
百
七
点
に
つ
い
て
見
る
に
、
1
2
探
密

経
疏
の
よ
う
に
元
輿
寺
法
隆
師
所
に
在
り
と
か
、
1
3
金
光
明
経
疏
の
よ
う
に



令
旨
に
依
っ
て
奉
写
し
た
と
か
、
8
0
華
厳
海
印
三
昧
論
の
よ
う
に
道
済
師
本

な
ど
の
注
記
に
よ
っ
て
所
在
や
書
写
の
事
情
の
窺
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ

(
6
)

の
中
で
、
審
祥
(
詳
)
　
の
蔵
書
で
あ
る
注
記
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

5
　
般
舟
三
昧
経
略
疏
一
巻
　
元
暁
師
述
　
右
疏
審
詳
師
書
類
者

3
6
世
親
摂
論
疏
四
巻
抗
瑠
鮎
誓

3
7
　
梁
摂
論
疏
抄
一
部
袈
航
醜
鮒
述

審
梓
は
、
大
安
寺
僧
で
新
羅
で
華
厳
を
学
び
、
新
羅
学
生
と
称
さ
れ
、
帰
朝

後
、
天
平
十
二
年
(
七
四
〇
)
　
に
華
厳
経
を
東
大
寺
の
前
身
の
金
銀
寺
に
お

(
7
)

い
て
日
本
で
初
め
て
講
説
し
た
僧
で
あ
る
。

そ
の
審
詳
の
蔵
書
が
、
「
大
安
寺
審
詳
師
経
録
」
と
し
て
、
堀
池
春
峰
氏

(
8
)

に
よ
り
収
録
さ
れ
一
覧
さ
れ
て
い
る
。
正
倉
院
文
書
に
見
え
る
審
禅
師
経
を

主
体
と
し
て
、
凝
然
の
「
華
厳
宗
経
論
章
疏
目
録
」
「
華
厳
起
信
観
行
法
門

(
「
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
」
所
収
)
」
「
新
羅
学
生
大
安
寺
審
詳
大
徳
記
」
に
基

づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
計
百
七
十
一
点
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、

右
指
の
新
羅
高
僧
の
撰
述
書
が
次
の
よ
う
に
入
っ
て
い
る
。

元
暁
　
1
華
厳
(
経
)
疏
　
2
両
巻
元
量
寿
経
宗
旨
　
3
4
膵
宣
経
疏

義保養
寂輿湘

5
般
舟
三
昧
経
略
疏
　
6
楊
伽
宗
要
論
　
9
拐
伽
経
疏
　
1
5
金
鼓

経
疏
　
1
6
不
増
不
滅
経
菰
　
1
8
法
華
要
略
　
1
9
法
華
略
述
　
2
3
金

剛
三
昧
経
論
疏
　
2
4
捏
磐
経
宗
要
　
2
8
瓔
堵
経
疏
　
3
0
雑
集
論
疏

3
2
3
3
中
辺
分
別
論
疏
　
3
6
世
親
摂
論
疏
　
3
7
染
摂
論
疏
抄
　
4
3

4
4
起
信
論
二
障
章
　
4
6
起
信
論
疏
　
4
7
4
8
広
百
論
提
要
　
5
3
5
4

大
乗
観
行
門
　
5
5
判
比
量
論

5
9
6
0
華
厳
一
乗
法
界
図

7
2
爾
勒
経
疏

8
1
天
童
寿
経
疏
　
8
2
8
3
大
般
若
経
剛
要
　
8
5
8
6
法
華
料
簡
　
8
7

捏
磐
経
剛
目
　
9
4
法
花
論
述
記
　
9
5
馬
鳴
生
論
疏

玄
一
　
9
7
天
童
寿
経
記
　
1
0
1
唯
識
枢
要
私
記

審
禅
の
蔵
書
の
中
に
は
、
支
那
学
僧
の
論
著
も
存
す
る
か
ら
、
蔵
書
の
蒐
集

に
は
幾
筋
か
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
新
羅
高
僧
の
撰
述
書
の

中
に
は
、
審
祥
が
新
羅
か
ら
帰
朝
に
際
し
て
持
っ
て
来
た
も
の
が
含
ま
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
正
倉
院
文
書
の
初
見
が
、
審
禅
の
華
敢
経

初
講
説
の
天
平
十
二
年
(
七
四
〇
)
　
以
降
で
あ
る
の
も
、
そ
の
こ
と
に
関
連

す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

三
、
新
羅
高
僧
撰
述
書
の
加
点
本

正
倉
院
文
書
に
見
ら
れ
る
新
羅
高
僧
の
撰
述
書
は
、
書
名
か
ら
推
測
す
る

と
、
「
華
厳
経
疏
」
「
勝
墜
経
疏
」
　
の
よ
う
な
「
疏
」
や
「
科
筒
」
　
の
よ
う
な

注
釈
書
が
大
多
数
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
注
釈
書
は
、
そ
の
本
経
を
読
解
す
る

に
当
っ
て
撰
述
さ
れ
活
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
注
釈
書
自
体
も
読
解

の
対
象
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
が
、
当
時
ど
の
よ
う
に
読
解
さ
れ
た

の
か
は
、
そ
の
原
本
が
殆
ど
道
存
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
全
体
像
は
明
ら

か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
幸
い
に
も
、
同
一
書
名
の
八
世
紀
・
九
世
紀
の
古
写
本
が
、
若

干
で
は
あ
る
が
遺
存
し
、
そ
れ
に
当
時
の
加
点
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
次
の
仏
典
で
あ
る
。

5
5
判
比
量
論
　
元
暁
師
撰

大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
　
残
一
巻
　
八
世
紀
中
葉
以
前
書
写

6
1
華
厳
文
義
要
次
　
表
良
師
集

延
暦
寺
蔵
　
二
巻
　
延
暦
十
八
年
(
七
九
九
)
書
写

佐
藤
達
次
郎
氏
旧
蔵
一
巻
　
九
世
紀
初
頭
書
写



7
2
弥
勒
経
疏
　
憬
興
師
撰

国
域
寺
(
三
井
寺
)
歳
　
三
巻
　
寛
平
二
年
(
八
九
〇
)
　
円
珍
追

記
奥
書

(
9
)

そ
れ
ぞ
れ
の
加
点
内
容
は
、
別
に
説
い
た
通
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
新
羅

と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
た
。
先
説
で
は
資
料
ご
と
に
個
別
的
に
説
い
た
が
、

こ
こ
で
は
、
新
羅
と
の
関
係
と
い
う
点
か
ら
、
こ
れ
ら
を
関
連
づ
け
て
見
て

み
よ
う
と
思
う
。

先
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
点
内
容
に
つ
い
て
要
点
を
述
べ
る
。

I
　
判
比
重
論

大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
は
、
本
文
一
〇
五
行
と
巻
末
の
廻
向
侶
二
行
と
奥

書
三
行
と
の
残
筒
で
あ
る
が
、
本
文
と
廻
向
侭
に
わ
た
っ
て
、
角
筆
に
よ
る

漢
字
と
仮
名
、
及
び
諸
符
号
が
施
さ
れ
て
い
る
。

角
筆
の
漢
字
は
、
本
文
の
漢
字
の
昔
を
示
す
の
に
用
い
た
往
昔
の
漢
字
と
、

本
文
の
漠
字
句
の
釈
義
を
示
し
た
漢
字
の
字
句
で
あ
る
。

角
筆
の
仮
名
に
は
、
次
の
二
種
の
用
法
が
あ
る
。

(
1
)
本
文
に
は
対
応
す
る
漢
字
が
存
し
な
い
が
、
訓
読
す
る
に
当
っ
て
補

い
読
添
え
て
文
法
械
能
を
表
し
た
仮
名

(
2
)
本
文
の
漢
字
の
訓
を
表
し
た
仮
名
・
同
訓
字
、
並
び
に
そ
の
訓
の
終

声
を
添
え
た
音
仮
名
、
及
び
文
法
機
能
を
表
し
た
仮
名

そ
れ
ぞ
れ
を
例
示
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

(
1
)
　
「
良
」

「
l
」
(
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
破
損
)

今
於
此
中
　
直
就
所
詮
而
立
比
量
謹
[
田
園
(
第
九
節
輿
行
)

(
1
0
)

(
和
訳
「
い
ま
、
此
れ
が
中
に
お
い
て
直
ち
に
所
詮
に
つ
い
て
比
量

を
立
て
、
圏
凶
識
あ
る
こ
と
を
譚
す
」
)

角
筆
の
　
「
月
フ
」
は
、
経
本
文
の
「
中
」
　
の
右
傍
や
や
下
寄
り
に
書
入
れ
ら

れ
て
い
て
、
書
入
れ
の
位
置
か
ら
見
て
、
読
添
え
の
文
字
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
文
字
は
「
良
」
　
の
草
書
体
と
見
ら
れ
る
。
日
本
で
毛
筆
に
よ
る
訓
点
記

入
が
始
ま
っ
た
平
安
時
代
初
頭
に
は
、
こ
の
字
体
が
仮
名
の
r
a
を
表
す
の

に
用
い
ら
れ
、
片
仮
名
の
　
「
ラ
」
　
の
字
源
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
日
本
語

の
「
ラ
」
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
朝
鮮
半
島
で
は
、
十
二
世
紀
以
降
の
墨

.H-

書
口
訣
に
「
良
」
を
字
源
と
す
る
音
仮
名
の
　
「
3
」
　
(
叶
)
　
が
用
い
ら
れ
、

処
所
格
を
表
し
て
い
る
。
日
本
語
の
格
助
詞
「
に
」
に
当
る
。
判
比
量
論
の

本
文
の
　
「
中
」
　
の
右
下
に
書
入
れ
た
の
は
、
「
中
に
」
　
に
当
る
助
詞
を
読
添

え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
角
筆
の
　
「
カ
フ
」
　
は
、
そ
の
古
形
で
あ
り
、
字
源

「
良
」
を
草
書
と
し
て
用
い
た
段
階
を
示
し
、
高
麗
時
代
の
墨
書
口
決
の

「
3
」
は
そ
れ
を
更
に
極
草
に
ま
で
崩
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
恰
も
、

日
本
の
平
仮
名
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、
字
源
の
漢
字
を
初
め
は
草
書
と
し

て
用
い
た
も
の
が
更
に
略
草
化
し
て
平
仮
名
を
生
ん
だ
の
に
通
ず
る
。

新
羅
の
歌
謡
を
伝
え
た
と
さ
れ
る
郷
歌
に
も
、
「
良
」
が
処
所
格
を
表
す

の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

(
1
2
)

一
等
提
枝
良
出
古
(
「
月
明
肺
患
亡
妹
営
斎
歌
」
　
三
国
遺
事
巻
五
。
景

徳
王
十
九
　
〔
七
六
〇
〕
)

角
筆
の
「
月
フ
」
は
、
こ
れ
ら
の
「
良
」
と
同
じ
用
法
と
見
ら
れ
、
本
文
「
於

此
中
」
　
の
　
「
於
」
を
不
読
と
し
て
、
そ
の
意
を
「
中
」
に
読
添
え
て
表
し
て

い
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
三
国
遺
事
(
釈
一
然
〔
一
二
〇
六
-
一
二
八
九
〕
)

の
著
作
さ
れ
た
十
三
世
紀
を
五
百
年
も
遡
る
八
世
紀
の
新
羅
の
使
用
実
例
と

し
て
、
三
国
遺
草
に
所
収
の
郷
歌
の
「
良
」
の
裏
付
け
と
も
な
り
、
そ
れ
が

漢
文
読
解
の
場
で
助
詞
と
し
て
読
添
え
に
用
い
ら
れ
た
例
と
な
る
。

(
2
)
　
に
は
音
仮
名
で
表
し
た
例
と
、
同
訓
の
漢
字
(
準
仮
名
)
　
で
表
し
た



例
と
が
あ
る
。
共
に
、
本
文
の
漢
字
の
真
横
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
(
1
)

の
読
添
え
の
場
合
と
書
入
れ
の
位
置
を
区
別
し
て
い
る
。

(
2
)
　
「
多
留
」

「
・
.
ク
曹
」
(
角
)

此
因
亦
有
線
　
不
定
過
(
第
十
一
節
輿
行
)
(
「
官
」
の
下
に
も
う
一
字
あ
る

か
。
未
詳
)

(
和
訳
「
こ
の
因
に
も
ま
た
録
の
不
定
の
過
あ
り
。
」
)

ほ
か

本
文
の
「
鎗
」
は
「
他
(
の
)
」
意
で
あ
り
、
そ
の
訓
と
関
係
が
あ
る
。

(
2
)
　
「
火
」

「
一
,
・
l
」
(
璃
)

法
虞
所
縞
不
待
根
　
故
(
第
十
節
4
2
行
)

(
和
訳
「
法
処
所
摂
(
色
)
　
は
根
に
待
せ
ざ
る
が
故
に
」
)

こ
の
本
文
は
、
認
識
の
生
ず
る
拠
点
と
し
て
の
存
在
領
域
に
お
さ
め
ら
れ
る

幾
許
か
の
色
は
　
0
枚
″
　
に
依
存
し
な
い
が
故
に
、
の
意
で
あ
る
。
「
根
」
は

目
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
な
ど
の
認
識
器
官
で
あ
り
、
感
覚
を
起
さ
せ
る
機
関

で
も
あ
り
能
力
で
も
あ
っ
て
、
草
木
の
根
が
成
長
発
展
さ
せ
る
能
力
を
持
っ

て
幹
や
枝
を
生
ず
る
の
に
喩
え
ら
れ
る
。

南
豊
鉉
博
士
は
、
湖
巌
美
術
館
蔵
で
天
宝
十
四
年
(
七
五
五
)
書
写
の
大

方
広
仏
華
厳
経
の
奥
書
の
中
に
「
楕
楓
中
香
水
散
ホ
成
長
令
内
弥
」
と
用
い

ら
れ
た
「
根
」
　
に
つ
い
て
、
「
訓
読
字
で
.
昔
.
を
表
記
し
た
も
の
で
、
十

(
1
3
)

五
世
紀
の
.
音
羽
.
は
古
代
に
は
.
喜
一
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
」
　
(
意

訳
)
と
説
い
て
い
ら
れ
る
。

「
椴
」
　
の
右
傍
の
角
筆
の
文
字
の
上
の
字
が
「
火
」
　
の
草
書
で
あ
る
こ
と

は
、
原
本
を
一
緒
に
調
査
し
た
金
永
旭
氏
の
教
示
に
よ
り
、
写
真
で
確
か
め

た
も
の
で
あ
る
。
「
火
」
　
の
草
書
と
す
る
と
、
南
豊
鉉
博
士
が
十
三
世
紀
の

r
郷
薬
救
急
方
J
　
の
「
根
」
　
の
訓
を
高
尾
語
で
示
す
の
に
「
火
」
　
(
昔
)
を
宛

.
〓
▼

て
た
と
さ
れ
る
の
に
通
じ
、
そ
れ
が
遡
っ
て
新
羅
時
代
の
加
点
に
用
い
ら
れ

た
例
と
な
る
。
「
板
」
　
の
右
傍
の
角
筆
の
文
字
の
下
の
字
は
、
字
形
が
「
是
」

の
草
書
の
省
画
体
と
は
合
わ
ず
、
「
利
」
　
の
勇
の
省
画
体
に
合
う
。
こ
れ
の

解
釈
は
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
角
筆
の
　
「
火
」
は
同
訓
の
漢
字
を

以
て
、
「
根
」
　
の
訓
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
加
点
方
式
は
、

日
本
の
平
安
初
期
の
訓
点
に
お
い
て
仮
名
に
準
じ
た
用
法
と
し
て
多
く
見
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。

判
比
量
論
の
角
筆
の
仮
名
に
は
、
(
1
)
　
の
読
添
え
が
三
箇
所
四
例
、
(
2
)

の
訓
が
準
仮
名
を
含
め
て
八
例
、
認
め
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
日
本
語
で
は

な
く
、
朝
鮮
語
、
恐
ら
く
新
羅
語
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

判
比
量
論
に
は
、
角
筆
の
漢
字
・
仮
名
の
他
に
、
諸
種
の
符
号
が
角
筆
で

(
1
5
)

施
さ
れ
て
い
る
。
節
博
士
　
(
梵
唄
譜
)
と
合
符
と
四
声
点
で
あ
る
。

節
博
士
と
四
声
点
と
は
、
別
に
説
い
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
八
世
紀
・
九

世
紀
に
は
毛
筆
に
よ
る
白
点
・
朱
点
で
は
使
わ
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
資

料
が
見
ら
れ
な
い
。
十
世
紀
に
な
っ
て
、
平
安
新
興
の
天
台
宗
の
佃
の
資
料

に
毛
筆
で
書
入
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
判
比
量
論
の
節
博
士
に
は
、
二
種
が
認
め
ら
れ
る
。
旋
律
の
動
き
を

漢
字
の
周
囲
に
施
さ
れ
る
線
で
表
す
が
、
数
行
に
わ
た
る
線
(
A
型
と
仮
称
)

と
、
行
間
に
施
す
譜
(
B
型
と
仮
称
)
　
の
二
種
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
数

行
に
わ
た
る
線
(
A
型
)
　
は
、
日
本
の
訓
点
で
は
使
用
例
を
見
な
い
も
の
で

あ
る
。
し
か
る
に
、
韓
国
の
十
一
世
紀
以
前
刊
の
版
本
や
初
離
高
堤
版
、
更

に
は
十
五
世
紀
後
半
刊
の
妙
法
蓮
華
経
に
は
、
角
筆
で
こ
の
A
型
の
線
が
施

さ
れ
て
い
て
、
長
い
も
の
は
十
数
行
に
わ
た
っ
て
い
る
。

行
の
問
に
譜
を
施
す
節
博
士
　
(
B
型
)
も
、
韓
国
で
は
十
一
世
紀
の
初
艦

高
麓
版
を
始
め
、
十
三
世
紀
の
再
離
高
麓
版
か
ら
十
七
世
紀
刊
の
版
本
ま
で

に
、
角
筆
で
施
さ
れ
て
い
る
。
遡
っ
て
、
八
世
紀
の
新
羅
で
も
行
わ
れ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
、
天
宝
十
四
年
(
七
五
五
)
書
写
の
新
羅
白
紙
墨
書
大
方
広

仏
華
厳
経
(
湖
巌
美
術
館
蔵
)
　
の
奥
書
の
中
に
「
書
写
に
際
し
て
「
梵
唄
」

を
唱
え
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
定
さ
れ
る
。
又
、
三
国
迫
撃
巻

玉
の
景
徳
王
十
九
年
(
七
六
〇
)
四
月
の
記
事
に
も
「
声
梵
」
の
語
が
あ
る
。



大
谷
大
学
図
書
館
蔵
判
比
立
論
に
施
さ
れ
た
角
筆
の
節
博
士
は
、
そ
の
裏
付

け
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

合
符
は
、
漢
字
二
字
又
は
三
字
以
上
が
一
つ
の
放
念
又
は
一
つ
の
意
味
上

の
縄
り
を
表
す
こ
と
を
示
す
符
号
で
あ
る
。
判
比
重
論
に
施
さ
れ
た
角
筆
の

合
符
は
、
当
該
の
漢
字
の
二
字
又
は
三
字
以
上
の
全
字
の
字
面
上
に
綻
長
線

を
施
し
て
い
る
。
日
本
の
訓
点
で
は
漢
字
と
漢
字
と
の
間
に
短
い
縦
線
を
施

す
方
式
で
あ
る
の
で
形
が
異
な
っ
て
い
る
。

判
比
量
論
の
角
筆
の
合
符
と
同
じ
く
、
字
面
上
に
縦
長
線
を
施
す
の
も
、

韓
国
の
加
点
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
十
一
世
紀
の
初
離
高
毘
版
や
大
方

広
仏
華
厳
経
等
の
角
筆
加
点
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

判
比
童
謡
に
角
筆
で
施
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
符
号
が
韓
国
で
使
用
さ
れ
た
符

号
と
合
う
と
い
う
こ
と
は
、
判
比
量
論
に
角
筆
で
書
入
れ
ら
れ
た
仮
名
が
新

羅
語
を
表
し
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
に
併
せ
る
と
、
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
の
判

比
重
論
は
新
羅
の
加
点
方
式
を
角
筆
を
以
て
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅲ
　
華
厳
文
義
要
決

延
暦
寺
蔵
本
と
佐
藤
達
次
郎
氏
旧
蔵
本
と
が
遺
存
し
た
う
ち
、
延
暦
寺
蔵

こ

ん

じ

本
は
延
暦
十
八
年
(
七
九
九
)
　
に
近
事
の
行
福
が
書
写
し
、
三
年
後
の
延
暦

二
十
一
年
に
智
円
が
黄
褐
色
で
加
点
し
て
い
る
が
、
句
切
点
だ
け
で
あ
る
の

で
、
姑
く
措
き
、
こ
こ
で
は
佐
藤
達
次
郎
氏
旧
蔵
本
(
以
下
佐
藤
本
と
呼
ぶ
)

を
取
り
上
げ
る
。

佐
藤
本
華
厳
文
義
要
決
は
、
奥
書
を
欠
く
の
で
書
写
の
年
時
は
確
定
で
き

な
い
が
、
書
写
の
様
態
が
延
暦
寺
蔵
本
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ

(
1
6
)

八
〇
〇
年
頃
の
平
安
時
代
初
期
を
下
ら
な
い
時
の
書
写
と
さ
れ
る
。

全
巻
に
わ
た
っ
て
ヲ
コ
ト
点
と
諸
符
号
と
が
黄
褐
色
で
書
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
ヲ
コ
ト
点
も
諸
符
号
も
、
日
本
の
毛
筆
に
よ
る
古
訓
点
に
は
全
く

見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
韓
国
で
発
見
さ
れ
た
十
一
世
紀
刊

の
大
方
広
仏
華
肢
経
の
角
筆
の
点
吐
(
ヲ
コ
ト
点
)
に
多
く
の
点
法
が
合
い
、

.

(

1

7

)

諸
符
号
も
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ
た
の
で
こ
こ
で
は

以
下
に
要
点
を
挙
げ
る
。

1
ヲ
コ
ト
点

佐
藤
本
華
厳
文
義
要
決
に
黄
褐
色
で
施
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
を
、
帰
納
し
て

点
図
と
し
て
示
す
と
、
次
の
第
一
図
の
よ
う
に
な
る
。

(
第
一
図
)

佐
藤
本
華
厳
文
義
要
決

の
ヲ
コ
ト
点

ニ
ロ

ト

　

　

　

　

【

7

そ
の
使
用
例
を
示
す
。
文
例
中
の
平
仮
名
が
原
本
に
施
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
を

解
読
し
た
も
の
で
あ
る
。

ロ
テ
創
其
見
聞
(
↓
)
護
れ
八
手
際
限
せ
(
害
)

.

1

匂

　

　

　

　

　

ノ

ロ
描
綽
餉
鰭
緒
」
摘
鴇
」
の
右
傍
の
「
ノ
」

l

l

l

I

.

1

-

-

-

割

キ
便
l
引
玖
充
際
限
せ
(
興
行
)

-
句

彼
有
β
l
邸
遠
有
東
方
而
来
作
謹
(
1
2
6
行
)

二

□
或

軌

と天
等
種
　
く
類
説
(
2
7
3
行
)

駄
軌

所
謂

量
差

二
　
相
顛

-
q
(
廣
)

若
色
一
乃

む
ご
り

別
之
色

(
3
7
8
行
)

t
.
I
I
」
q
(
顔
)

至
眞
賃
一
縁
起
之

(
4
0
1
行
)

.
1
.
月
(
燕
)

色
一
如
是
元



ニ
ロロDn
一
色
焉
九
台
之
最
初
故
此
説
也
(
興
行
)

.

.

.

.

.

.

.
u
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
J
`

於

中

六

品

四

亀

僻

.

.

.

-

1

」

思
惟
明
知
輔
説
極

.

.

1

-

」

彼
國
衆
生

」

載
点
′
抜
三

前
之
五
命

是
元
邊
劫

有
預
合

し
‖
」

是
彿
成

名
競
品
第
七
(
即
行
)

(
1
5
3
行
)

(
1
2
2
行
)

(
間
行
)

道
初

ハ
ヽ
り

七
日
説
　
(
1
5
0
行
)

一
り
り

海
之
説
　
(
興
行
)

星
点
を
左
下
か
ら
時
計
の
針
の
よ
う
に
右
廻
り
に

「
テ
」
「
ヲ
」
「
ト
」
「
ニ
」

「
ノ
」
「
ハ
」
　
の
よ
う
に
用
い
る
ヲ
コ
ト
点
は
、
日
本
の
古
訓
点
で
は
、
こ
れ

以
外
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
韓
国
で
発
見
さ
れ
た
角
筆
加
点
の
う
ち
、
十
一
世
紀
刊
の
大

方
広
仏
華
厳
経
に
用
い
ら
れ
た
点
吐
　
(
ヲ
コ
ト
点
)
　
の
星
点
に
殆
ど
一
致
す

る
こ
と
が
分
っ
た
。
そ
の
帰
納
図
は
第
二
図
の
よ
う
で
あ
る
。

(
第
二
図
)

大
方
広
仏
華
厳
経

(
十
一
世
紀
後
半
)
　
の

角
筆
点
の
星
点
図

星
点
「
・
」
を
施
す
位
置
や
、
「
ハ
」
　
の
位
置
、
「
ナ
リ
」
が
線
点
で
あ
る
と

い
う
小
異
が
あ
る
が
、
「
ノ
」
　
の
位
置
が
右
上
隅
よ
り
少
し
下
で
あ
る
の
が

共
通
す
る
の
は
、
日
本
の
仏
書
で
は
こ
の
位
置
に
ヲ
コ
ト
点
を
施
す
こ
と
が

全
く
無
い
な
ど
に
よ
り
、
佐
藤
本
華
厳
文
義
要
決
の
ヲ
コ
ト
点
の
星
点
が
韓

国
の
大
方
広
仏
華
厳
経
の
角
筆
の
点
吐
(
ヲ
コ
ト
点
)
と
密
接
な
関
係
の
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。

2
合
符

佐
藤
本
華
厳
文
義
要
決
に
も
合
符
が
用
い
ら
れ
、
漢
字
二
字
又
は
三
字
以

上
の
熟
合
字
の
字
面
上
に
わ
た
っ
て
縦
長
の
線
を
黄
褐
色
で
施
し
て
い
る
。

前
掲
の
「
方
便
引
」
の
例
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
谷
大
学
図
書
館
歳
判

比
量
論
の
角
筆
の
合
符
に
通
ず
る
。

3
近
読
符

佐
藤
本
華
厳
文
義
要
決
に
は
二
種
の
返
読
符
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
第
一

種
は
、
漢
数
字
の
「
二
」
「
三
」
「
四
」
等
を
漢
字
本
文
の
傍
に
書
入
れ
る
も
の

(
1

3
)

で
、
返
読
と
共
に
訓
読
す
る
順
序
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
符
号
は
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
藤
本
幸
夫
氏
が
、
朝
鮮
半
島
の
十
五
世
紀
後
半
の
口
訣
資
料

等
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
日
本
の
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
の
華
厳

刊
定
記
巻
第
五
の
朱
点
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
漢
文
訓
読
法
が

新
羅
留
学
僧
に
よ
っ
て
督
さ
れ
た
可
能
性
を
説
く
拠
り
所
と
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
日
本
で
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
佐
藤
本
華
厳
文
義
要
決
や
そ
の
他
に

も
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
日
本
で
毛
筆
に
よ
る
自
点
・
朱
点
の
加
点
の
始
ま
っ

た
頃
の
資
料
に
主
と
し
て
見
ら
れ
、
後
世
は
用
い
ら
れ
な
く
な
る
も
の
で
あ
る
。

佐
藤
本
華
厳
文
義
要
決
の
遥
読
符
の
第
二
種
は
、
道
議
す
る
最
初
の
漢
字

の
下
か
ら
筆
を
起
し
て
、
長
い
弧
を
上
の
漢
字
の
傍
に
ま
で
措
い
て
、
返
誌

の
始
ま
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

惣
威
一
切
衆
生
悉
確
如
来
一
毛
重
病
二
譚
)

蔵
師
云
幼
百
億
四
天
命
城
一
婆
l

婆
玩
(
m
行
)

こ
の
長
い
弧
の
速
読
符
は
、
日
本
の
毛
筆
に
よ
る
古
訓
点
に
は
全
く
見
ら
れ

(
l
,
)

な
い
が
、
韓
国
の
十
一
世
紀
の
角
筆
点
に
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

誠
庵
古
書
博
物
館
蔵
の
大
方
広
仏
華
厳
経
の
角
筆
点
に
は
次
の
よ
う
に
用
い

10



ら
れ
て
い
る
。

昔
有
如
来
l

無
極
月
(
大
方
広
仏
軍
票
票
二
十
二
、
二
十
張
昔
)

誓
如
金
師
練
浩
二
只
金
作
荘

㌣(同
右
巷
第
三
十
六
、
四
張
1
9
行
)

以

一

切

法

卒

等

烏

所

住

威

得

授

誹

)

故

(
同
右
巷
五
十
七
、
十
七
張
1
0
行
)

こ
の
長
い
弧
の
道
議
符
が
、
韓
国
で
九
世
紀
初
頭
に
ま
で
遡
っ
て
使
用
さ
れ

た
文
献
は
未
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
遺
存
資
料
の
制
約
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
H
本
で
は
弧
の
返
読
符
が
本
文
の
漢
字
の
傍
に
短
い
弧
を
書

く
だ
け
の
異
な
っ
た
形
態
で
あ
る
の
に
対
比
す
る
と
、
佐
藤
本
華
厳
文
義
要

決
の
弧
の
返
護
符
は
、
当
時
の
新
羅
で
行
わ
れ
た
返
読
符
を
反
映
し
た
可
能

性
が
あ
る
。

こ
れ
を
佐
藤
本
華
厳
文
義
要
決
の
ヲ
コ
ト
点
や
合
符
や
漢
数
字
の
返
読
符

が
、
新
羅
方
式
で
あ
る
こ
と
に
併
せ
る
と
、
こ
れ
ら
の
黄
褐
色
の
加
点
は
、

総
じ
て
親
本
に
施
さ
れ
て
い
た
新
羅
の
点
吐
　
(
ヲ
コ
ト
点
)
　
や
合
符
や
返
読

符
を
写
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本

で
も
独
自
に
行
わ
れ
て
い
た
の
が
偶
然
に
一
致
し
た
と
見
た
り
、
更
に
は
日

本
の
こ
れ
ら
の
符
号
が
新
羅
に
影
響
し
た
と
見
た
り
す
る
の
は
、
日
本
で
は

毛
筆
に
よ
る
訓
点
の
加
点
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
考

え
て
不
自
然
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
佐
藤
本
華
厳
文
義
要
決
の
加
点
方
式
も
、
新
羅
と
親
密
な
関

係
に
あ
り
、
符
号
が
新
羅
の
方
式
を
取
り
込
ん
だ
と
見
ら
れ
る
点
で
は
、
判

比
量
論
の
場
合
に
通
ず
る
が
、
訓
読
の
用
語
に
お
い
て
は
、
判
比
量
論
が
新

羅
語
を
そ
の
ま
ま
加
点
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
佐
藤
本
華
厳
文
義
要
決
で

は
、
ヲ
コ
ト
点
法
は
新
羅
方
式
に
よ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ

が
担
い
表
し
て
い
る
言
語
は
、
先
掲
例
文
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
日
本
語
に
な
っ

て
い
る
。

佐
藤
本
華
厳
文
義
要
決
の
加
点
時
期
は
、
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
判
比
量
論

よ
り
も
、
少
な
く
と
も
半
世
紀
以
上
は
降
っ
て
い
る
。
こ
の
半
世
紀
の
間
に

日
本
に
お
い
て
受
容
の
仕
方
の
上
で
新
た
な
変
化
が
生
じ
た
の
か
ど
う
か
、

検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

Ⅲ
　
弥
勒
経
疏

園
城
寺
(
三
井
寺
)
蔵
本
は
、
巻
上
・
巻
中
・
巻
下
の
三
巻
を
存
し
、
内

題
に
「
弥
勒
経
疏
」
と
あ
り
、
巻
下
の
尾
題
に
「
三
弥
勒
経
疏
一
巻
　
憬
輿

撰
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
続
け
て
、
本
文
と
は
別
筆
で
、

金
忠
犬
徳
送
施
図
弥
語
に
詣
九
月
十
一

の
円
珍
の
追
記
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
寛
平
二
年
(
八
九
〇
)
は
、
円
珍
が

七
十
一
歳
で
殺
し
た
寛
平
三
年
の
前
年
に
当
る
。
金
忠
大
徳
に
つ
い
て
は
未

詳
で
あ
る
。
国
宝
智
証
大
師
関
係
文
書
典
籍
の
う
ち
、
将
来
経
典
等
人
種
の

一
つ
で
あ
る
。

本
文
に
は
、
褐
朱
色
に
よ
る
仮
名
・
字
音
注
と
ヲ
コ
ト
点
が
加
え
ら
れ
、

一
部
に
自
点
の
ヲ
コ
ト
点
と
漢
数
字
「
二
…
こ
　
の
返
読
符
が
あ
る
。

褐
朱
色
の
仮
名
は
、
巻
上
に
若
干
と
巻
下
の
一
箇
所
だ
け
に
施
さ
れ
、
草

書
体
で
日
本
語
の
訓
や
助
詞
・
助
動
詞
を
書
入
れ
て
い
る
。
字
体
か
ら
推
定

す
れ
ば
天
台
宗
に
お
け
る
九
世
紀
未
の
書
入
れ
と
見
て
矛
盾
せ
ず
、
円
珍
か

或
い
は
そ
の
周
辺
の
天
台
宗
僧
の
加
点
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
仮
名
と
同
筆
の
ヲ
コ
ト
点
が
三
巻
に
加
点
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
上
は

巻
初
か
ら
第
六
紙
ま
で
と
第
九
紙
・
第
十
紙
、
巻
中
の
一
部
と
巻
下
の
一
箇

所
に
施
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
て
、
全
巻
に
は
わ
た
ら
な
い
。
ヲ
コ
ト
点
の
表

す
言
語
も
当
時
の
日
本
語
の
訓
読
語
で
あ
る
。

従
っ
て
、
褐
朱
点
の
加
点
は
総
て
日
本
語
で
為
さ
れ
た
こ
と
が
分
る
。
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と
こ
ろ
が
、
ヲ
コ
ト
点
の
符
号
の
な
か
に
、
朝
鮮
半
島
の
点
吐
　
(
ヲ
コ
ト

点
)
と
関
連
の
あ
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
園
城
寺
蔵
弥
勒
経
疏
の
ヲ
コ
ト

点
を
帰
納
し
て
点
図
と
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

句

-

　

　

ナ

　

　

カ

　

ヽ

一
三
‥
二
言
十
㌦

キ

　

　

ナ

　

モ

　

リ

　

レ

　

　

セ

リ

　

　

　

ス

ル

　

セ

ル

ス

星
点
「
・
」
と
線
「
こ
「
1
」
と
鈎
と
「
十
・
人
」
等
は
、
日
本
の
ヲ
コ

ト
点
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
日
本
の
平
安
初

期
九
世
紀
の
訓
点
本
一
般
に
は
使
用
例
の
見
ら
れ
な
い
次
の
二
極
の
形
式
の

ヲ
コ
ト
点
符
号
が
含
ま
れ
て
い
る
。

(
a
)
短
線
と
点
と
を
組
合
せ
た
符
号
の
「
＼
」
「
＼
」
「
・
こ
「
こ

(
b
)
複
星
点
「
‥
」
「
‥
」
　
の
他
の
符
号
「
∵
」
「
.
こ
と
点
三
つ
の
符

号
「
∴
」
「
∵
」

日
本
で
は
、
(
a
)
　
は
十
世
紀
以
降
の
天
台
宗
寺
門
派
系
の
資
料
に
痕
逆
を

止
め
る
程
度
で
あ
り
、
(
b
)
　
は
天
台
宗
山
門
派
の
十
世
紀
の
資
料
に
若
干

と
、
十
一
世
紀
の
宝
瞳
院
意
と
そ
の
関
係
資
料
に
見
ら
れ
る
が
、
宝
瞳
院
点

に
お
け
る
そ
の
使
用
は
、
韓
国
の
点
吐
　
(
ヲ
コ
ト
点
)
　
の
影
響
に
よ
る
も
の

(
2
0
)

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
韓
国
で
は
、
十
世
紀
と
十
一
世
紀
の
刊
本
に
角
筆
で
施

し
た
点
吐
　
(
ヲ
コ
ト
点
)
　
の
符
号
の
形
は
、
星
点
「
・
」
に
次
い
で
　
(
b
)

の
複
星
点
「
‥
」
「
‥
」
「
.
・
」
「
.
,
」
が
多
用
さ
れ
、
「
∴
」
「
∵
」
も
用
い

ら
れ
、
(
a
)
　
の
短
線
と
点
と
を
組
合
せ
た
符
号
も
多
用
さ
れ
て
い
て
、
韓

国
点
吐
　
(
ヲ
コ
ト
点
)
　
の
形
の
特
徴
を
成
し
て
い
る
。

一
方
、
園
城
寺
蔵
弥
勒
経
疏
の
ヲ
コ
ト
点
で
は
、
星
点
「
・
」
に
次
い
で

は
、
線
や
鈎
が
多
用
さ
れ
る
の
に
対
し
て
　
(
a
)
　
の
短
線
と
点
と
を
組
合
せ

た
符
号
は
、
「
＼
」
「
＼
」
「
・
こ
「
こ
　
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
各
壷
の
一
箇
所
に

置
か
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
韓
国
の
よ
う
な
四
隅
四
辺
の
周
辺
に
配
さ
れ
る
と
い

う
積
極
的
な
用
い
ら
れ
方
を
し
て
い
な
い
。
(
b
)
　
の
複
星
点
の
「
㌧
」
「
」

や
「
∴
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
、
恐
ら
く
、
他
の
系
統

の
ヲ
コ
ト
点
の
影
響
に
よ
っ
て
取
り
込
ま
れ
用
い
ら
れ
た
、
そ
の
痕
逆
を
止

め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
系
統
の
ヲ
コ
ト
点
と
い
う
の
は
日
本
の
訓
点
本
に
は
見
出
さ
れ
な

い
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
韓
国
の
点
吐
　
(
ヲ
コ
ト
点
)
　
の
特
徴
で
あ
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。

但
し
、
韓
国
の
九
世
紀
末
の
ヲ
コ
ト
点
加
点
資
料
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い

所
に
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
韓
国
に
お
け
る
古
典
待
避
存
の
制
約
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
逆
に
日
本
に
遺
存
す
る
資
料
か
ら
推
測
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

凡
そ
、
平
安
初
期
九
世
紀
の
初
頭
か
ら
九
世
紀
末
に
至
る
約
百
年
間
は
、

日
本
で
は
白
点
・
朱
点
等
の
加
点
が
始
ま
り
、
仮
名
字
体
と
ヲ
コ
ト
点
が
急

速
に
発
達
し
て
、
独
自
色
を
帯
び
て
来
る
。
従
っ
て
、
九
世
紀
末
の
弥
勒
桂

疏
の
訓
点
が
日
本
色
を
色
濃
く
出
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
符

号
の
一
部
に
新
羅
の
符
号
の
痕
連
を
残
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
新
羅
の
影
響
に
見
る
三
つ
の
型
と
そ
の
資
料
群

新
羅
高
僧
の
撰
述
書
で
、
八
世
紀
と
九
世
紀
の
加
点
本
三
種
に
新
羅
と
の
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関
係
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
三
種
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
関
係
を
「
型
」
と
し
て
把
え
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

I
型
・
‥
加
点
が
総
て
新
羅
方
式
に
よ
る
も
の
。
訓
読
の
用
語
は
新
羅
語
で

あ
り
、
諸
符
号
も
新
羅
の
符
号
を
用
い
る
。
大
谷
大
学
図
書
館
蔵

判
比
量
論
が
こ
れ
に
属
す
る
。

Ⅱ
型
…
訓
読
の
用
語
は
日
本
語
で
あ
る
が
、
諸
符
号
は
新
羅
の
符
号
を
用

い
る
も
の
。
佐
藤
本
華
厳
文
義
要
決
が
こ
れ
に
属
す
る
。

Ⅲ
型
…
訓
読
の
用
語
も
諸
符
号
も
日
本
方
式
で
あ
る
が
、
符
号
の
一
部
に

新
羅
方
式
の
存
す
る
も
の
。
園
城
寺
蔵
弥
勒
経
疏
が
こ
れ
に
属
す

る
。

こ
の
三
つ
の
型
は
、
同
時
期
に
併
行
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
も
考
え
て
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
存
す
る
三
種
の
加
点
本
に
よ
る
と
、
I
型
は
八
世

紀
中
葉
以
前
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
Ⅱ
型
は
半
世
紀
以
上
降
っ
た
九
世
紀
初

頭
で
あ
り
、
Ⅲ
型
は
更
に
約
百
年
降
っ
た
九
世
紀
未
で
あ
る
か
ら
、
時
の
推

移
に
伴
い
、
段
階
的
に
変
化
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
を
確
か
め
る
た
め
に
、
日
本
の
八
世
紀
・
九
世
紀
に
お
け
る
、
他
の

加
点
本
を
取
上
げ
て
検
討
し
て
み
る
ー
㌢
に
す
る
。

一
、
I
型
の
加
点
本

加
点
が
総
て
新
羅
方
式
の
加
点
本
は
、
本
文
が
本
来
、
新
羅
の
写
経
で
あ

る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
現
段
階
で
は
、
大
谷
大
学
図
書
館

蔵
判
比
量
論
以
外
に
は
、
I
型
の
加
点
本
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
新
羅
写

経
の
現
存
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
れ
の
加
点
調
査
の
機
を
待
た
い
と
願
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
、
Ⅱ
型
の
加
点
本

諸
符
号
が
新
羅
の
符
号
で
あ
る
が
、
訓
読
の
用
語
が
日
本
語
で
あ
る
Ⅱ
型

の
加
点
本
は
、
奈
良
時
代
の
角
筆
加
点
本
に
認
め
ら
れ
る
。
次
の
諸
資
料
で

(
2
1
)

あ
る
。

1
.
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
四
十
一
(
新
訳
)
一
巻
　
東
大
寺
図
書
館
蔵

東
大
寺
の
本
坊
に
伝
来
し
た
奈
良
時
代
写
経
(
神
護
景
雲
二
年
〔
七
六
八
〕

御
願
経
と
伝
わ
る
)
　
で
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
角
筆
に
よ
る
書
入
れ
が
あ
る
。

書
入
れ
は
、
角
筆
に
よ
る
真
仮
名
(
省
画
体
を
含
む
)
、
節
博
士
　
(
A
型
)
、

節
博
士
　
(
B
型
)
、
合
符
、
注
示
符
が
認
め
ら
れ
、
四
声
点
ら
し
い
圏
点
も

あ
る
。角

筆
の
真
仮
名
(
省
画
体
を
含
む
)
　
は
次
例
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
本
文
を

日
本
語
で
訓
読
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
け
」
(
角
)
　
「
t
l
L
(
角
)
　
　
　
　
「
ホ
」
(
角
)

荘
厳
梯
子
菩
薩
摩
珂
薩
　
住
　
　
此
三
昧

r
l
p
(
角
)

或
見
彿
身
微
妙
光
色
　
　
或
見
彿
身
…
…

「
4
.
且
J
(
角
)

八
者
同
諸
如
来
教
化
　
　
衆
生
恒
不
止
息

「
ナ
」
(
角
)

雨
不
可
説
(
略
)
殊
妙
香
花
雲

諸
符
号
は
、
節
博
士
　
(
A
型
)
、
合
符
、
注
示
符
の
よ
う
に
日
本
の
訓
点

で
は
用
い
な
い
か
、
又
は
節
博
士
　
(
B
型
)
、
四
声
点
の
よ
う
に
平
安
初
期

九
世
紀
の
自
点
・
朱
点
に
は
用
い
ず
、
十
世
紀
以
降
に
毛
筆
で
書
入
れ
て
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
節
博
士
　
(
A
型
)
、
節
博

士
(
B
型
)
、
合
符
と
四
声
点
ら
し
い
圏
点
は
、
I
型
の
判
比
量
論
に
用
い

ら
れ
た
符
号
と
同
じ
で
あ
り
、
新
羅
の
符
号
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
Ⅱ
型
の
加
点
は
、
次
の
諸
資
料
に
も
認
め
ら
れ
る
。

2
.
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
十
二
～
巻
第
二
十
　
大
一
巻
　
東
大
寺
図
書
館

蔵
東
大
寺
に
伝
来
し
た
奈
良
時
代
写
経
で
、
角
筆
の
真
仮
名
、
節
博
士
　
(
B

型
)
、
合
符
、
注
示
符
が
認
め
ら
れ
、
四
声
点
ら
し
い
圏
点
、
漢
字
の
字
音

注
の
他
、
科
段
符
、
弧
の
返
読
符
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

角
筆
の
真
仮
名
は
、
本
文
を
日
本
語
で
訓
読
し
た
こ
と
を
示
し
、
諸
符
号
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の
う
ち
、
節
博
士
　
(
B
型
)
、
合
符
と
四
声
点
ら
し
い
圏
点
は
、
I
型
の
判

比
量
論
に
用
い
ら
れ
た
符
号
に
通
ず
る
。

3
.
根
本
説
一
切
有
部
叱
奈
耶
巻
第
二
　
二
巻
　
東
大
寺
図
書
館
蔵

奈
良
時
代
神
護
景
雲
二
年
(
七
六
八
)
写
経
で
、
角
筆
の
真
仮
名
、
節
博

士
(
B
型
)
、
合
符
と
角
筆
の
字
訓
注
が
認
め
ら
れ
る
。

角
筆
の
真
仮
名
は
、
本
文
を
日
本
語
で
訓
読
し
た
こ
と
を
示
し
、
節
博
士

(
B
型
)
、
合
符
は
、
I
型
の
判
比
量
論
に
用
い
ら
れ
た
.
符
号
に
通
ず
る
。

4
.
瑜
伽
師
地
論
巻
第
七
十
～
巻
第
七
十
二
、
巻
第
七
十
四
、
巻
第
七
十
七
、

巻
第
八
十
四
、
巻
第
九
十
八
～
巻
第
百
　
九
巻
　
石
山
寺
蔵

奈
良
時
代
天
平
十
六
年
(
七
四
四
)
　
写
経
で
、
各
巻
と
も
角
筆
の
節
博
士

(
B
型
)
　
が
認
め
ら
れ
、
更
に
巻
第
七
十
と
巻
第
七
十
一
に
は
角
筆
の
合
符

が
、
I
型
の
判
比
量
論
と
同
様
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
角
筆
の
真
仮
名
は

本
文
を
日
本
語
で
訓
読
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

5
.
華
厳
刊
定
記
巻
第
五
一
巻
　
大
東
急
記
念
文
庫
蔵

奈
良
時
代
書
写
(
延
暦
二
年
〔
七
八
三
〕
以
前
写
)
　
で
、
全
巻
に
わ
た
っ

て
角
筆
に
よ
る
書
入
れ
が
認
め
ら
れ
た
。
書
入
れ
は
、
角
筆
に
よ
る
漢
字
、

節
博
士
(
A
型
)
、
節
博
士
(
B
型
)
、
合
符
、
注
示
符
が
認
め
ら
れ
、
四
声

点
ら
し
い
圏
点
が
あ
る
。

(
ス
)

角
筆
の
漢
字
に
は
「
鳥
」
と
い
う
訓
を
担
っ
た
準
仮
名
用
法
が
あ
り
、
本

文
を
日
本
語
で
訓
読
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

6
.
華
厳
刊
定
記
巻
第
九
一
巻
　
東
大
寺
図
書
館
蔵

奈
良
時
代
書
写
で
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
角
筆
の
書
入
れ
が
認
め
ら
れ
る
。

書
入
れ
は
、
角
筆
に
よ
る
漢
字
、
節
博
士
　
(
B
型
)
、
注
示
符
が
認
め
ら
れ

る
。

「
人
」
(
角
)

角
筆
の
漢
字
に
は
「
或
　
」
　
の
よ
う
に
「
ヒ
ト
」
　
の
訓
を
担
っ
た
用
法

が
あ
り
、
本
文
を
日
本
語
で
訓
読
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
奈
良
時
代
八
世
紀
の
角
筆
加
点
を
一
覧
し
、
判
比
量
論
及
び
九

世
紀
の
角
筆
加
点
と
比
べ
た
の
が
稿
末
の
図
表
で
あ
る
。

奈
良
時
代
八
世
紀
写
経
に
書
入
れ
た
角
筆
加
点
の
時
期
が
同
じ
奈
良
時
代

(
2
2
)

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
に
論
述
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

三
、
Ⅲ
型
の
加
点
本

Ⅲ
型
の
加
点
本
は
、
日
本
で
自
点
・
朱
点
等
に
よ
る
訓
点
の
記
入
が
始
ま

り
、
急
速
に
発
達
し
て
独
自
色
を
帯
び
た
平
安
初
期
九
世
紀
の
資
料
に
見
ら

れ
る
。
訓
読
の
用
語
も
諸
符
号
も
日
本
方
式
で
あ
る
が
、
符
号
の
一
部
に
新

羅
方
式
を
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

先
ず
、
平
安
初
期
九
世
紀
の
訓
点
資
料
の
う
ち
、
新
羅
で
華
厳
を
学
ん
だ

大
安
寺
審
禅
の
蔵
書
で
あ
っ
た
経
典
と
同
二
音
名
の
も
の
を
取
上
げ
る
。

7
.
華
厳
経
探
玄
記
巻
第
九
一
巻
　
正
倉
院
聖
語
蔵

本
文
は
奈
良
時
代
の
書
写
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
平
安
初
期
の
古
朱
点
(
ヲ

コ
ト
点
が
特
殊
点
)
と
白
点
(
ヲ
コ
ト
点
が
第
四
群
点
)
が
施
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
古
朱
点
に
、
新
羅
の
符
号
に
通
ず
る
二
種
の
符
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

第
一
種
は
、
漢
数
字
の
返
読
符
で
訓
読
の
順
序
を
示
す
符
号
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

て
　
(
ク
)
か
　
　
　
い
　
す
　
の
　
　
　
を

以
赴
　
機
滝
満
仏
本
願

五
　
二
　
　
　
　
　
一
　
三
　
　
　
　
　
　
四

ご

と

し

猶
如
金
剛
・
故
不
異
-
名
・
説
・

三

　

　

一

　

二

第
二
種
は
、
ヲ
コ
ト
点
に
複
星
点
「
‥
」
を
用
い
て
い
る
。
ヲ
コ
ト
点
の
帰

納
図
を
左
に
掲
げ
る
。

14

ロ
ト
シ

古
朱
点
の
後
か
ら
加
点
し
た
白
点
で
は
、
漢
数
字
の
返
読
符
は
上
に
返
る
方

式
だ
け
に
な
っ
て
い
て
、
訓
読
の
順
序
ま
で
示
す
用
法
が
見
ら
れ
な
い
。
複



星
点
「
こ
は
「
モ
チ
テ
」
と
「
フ
」
「
ゴ
ト
シ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

華
成
軽
探
玄
記
は
、
規
の
沙
門
法
蔵
の
撰
述
で
あ
る
が
、
新
羅
学
生
の
審

拝
が
東
大
寺
の
前
身
の
金
鍾
寺
で
初
め
て
華
厳
経
の
講
説
を
行
っ
た
時
の
本

文
は
、
六
十
巻
本
の
旧
訳
華
厳
経
で
あ
り
、
そ
の
注
釈
書
と
し
て
用
い
た
の

㌫
ご

が
こ
の
探
玄
記
で
あ
っ
た
。
審
梓
が
使
用
し
た
探
玄
記
に
加
点
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
、
あ
っ
た
と
す
れ
ば
如
何
な
る
内
容
の
加
点
で
あ
っ
た
か
は
、
そ
の

当
該
本
が
残
ら
な
い
の
で
未
詳
で
あ
る
が
、
聖
語
蔵
本
の
古
朱
点
に
新
羅
の

符
号
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
何
ら
か
の
関
係
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

8
.
大
乗
広
百
論
釈
論
巻
第
十
一
巻
　
大
東
急
記
念
文
庫
蔵

本
文
は
平
安
初
期
九
世
紀
の
書
写
で
、
こ
れ
に
承
和
八
年
(
八
四
一
)
　
に

自
点
と
朱
点
と
を
加
え
た
こ
と
が
、
巻
末
に
自
書
で
「
承
和
八
年
七
月
八
日
」

と
記
さ
れ
た
識
語
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
日
点
・
朱
点
(
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
・

第
一
群
点
)
は
、
訓
読
語
も
諸
符
号
も
総
て
日
本
方
式
で
あ
る
が
、
こ
れ
と

は
別
に
、
角
筆
に
よ
る
仮
名
、
速
読
符
、
合
符
、
節
博
士
　
(
B
型
)
、
四
声

点
の
圏
点
が
全
巻
に
わ
た
っ
て
施
さ
れ
て
い
る
。
一
部
に
ヲ
コ
ト
点
　
(
第
一

群
点
)
か
と
見
ら
れ
る
も
の
も
存
す
る
が
確
定
で
き
な
い
。
角
筆
の
仮
名
と

返
読
符
と
綻
短
線
の
合
符
と
は
、
自
点
・
朱
点
と
同
じ
字
体
、
同
じ
符
号
で

あ
る
か
ら
、
角
筆
が
承
和
人
年
頃
に
書
入
れ
ら
れ
、
且
つ
日
本
方
式
に
変
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
節
博
士
　
(
B
型
)
と
四
声
点
の
圏
点
と
、

合
符
の
う
ち
の
「
-
」
は
、
I
型
の
判
比
量
論
に
角
筆
で
書
入
れ
ら
れ
、
又

奈
良
写
経
の
角
筆
加
点
に
用
い
ら
れ
た
符
号
に
通
ず
る
。
こ
れ
ら
は
新
羅
の

符
号
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

大
乗
広
百
論
釈
論
は
、
護
法
釈
で
玄
笑
の
訳
出
に
成
る
も
の
で
あ
る
が
、

審
祥
の
蔵
書
の
中
に
こ
の
経
典
名
が
載
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
新
羅
符

号
に
通
ず
る
角
筆
の
符
号
は
、
審
禅
の
読
解
を
伝
え
た
可
能
性
も
あ
る
。

9
.
説
元
垢
称
経
　
六
帖
　
石
山
寺
蔵
(
一
切
経
二
十
二
函
四
三
-
四
八
号
)

本
文
は
平
安
初
期
九
世
紀
末
の
書
写
で
、
同
期
に
加
点
し
た
白
点
(
仮
名
、

ヲ
コ
ト
点
・
第
四
群
点
)
　
が
全
帖
に
わ
た
っ
て
存
す
る
。
全
巻
の
調
査
が
出

来
て
い
な
い
が
、
ヲ
コ
ト
点
に
複
星
点
「
‥
」
(
ス
ル
)
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

説
元
垢
称
経
は
、
玄
英
の
訳
で
あ
る
が
、
審
祥
の
蔵
書
の
中
に
こ
の
経
典

名
が
載
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
平
安
初
期
九
世
紀
の
訓
点
資
料
の
う
ち
、
大
安
寺
審
祥
の
蔵
書
に

は
見
ら
れ
な
い
経
典
の
中
に
も
、
新
羅
の
符
号
に
通
ず
る
符
号
を
用
い
た
も

の
が
あ
る
。
次
の
資
料
で
あ
る
。

1
0
.
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
巻
第
八
一
巻
　
石
山
寺
蔵
(
校
倉
聖
教
十
六

函
一
ノ
八
号
)

本
文
は
平
安
初
期
九
世
紀
の
書
写
で
、
同
期
に
加
え
た
白
点
・
朱
点
(
仮

名
、
ヲ
コ
ト
点
・
第
五
群
点
)
と
褐
朱
点
(
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
・
第
三
群
点
)

と
が
存
す
る
。

い
ず
れ
も
日
本
語
の
訓
読
を
加
点
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
褐
朱
点
の
ヲ
コ

ト
点
の
符
号
の
中
に
、

(
a
)
短
線
と
点
と
を
組
合
せ
た
符
号
の
　
「
」
」
「
T
L
「
こ

(
b
)
　
複
星
点
「
‥
」
「
‥
」

が
含
ま
れ
て
い
る
。
ヲ
コ
ト
点
図
を
帰
納
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ロロロ
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こ
れ
ら
の
符
号
は
、
日
本
の
平
安
初
期
九
世
紀
の
訓
点
本
一
般
に
は
使
用

例
が
見
ら
れ
ず
、
九
世
紀
末
の
固
城
寺
蔵
弥
勒
経
疏
の
ヲ
コ
ト
点
に
見
ら
れ

る
こ
と
を
先
述
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
時
代
の
上
で
遡
る
も
の
で
あ
る
。

自
点
・
朱
点
に
も
複
星
点
「
‥
」
「
‥
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ヲ
コ
ト
点
の
符
号
の
使
用
と
共
に
、
仮
名
字
体
の
う
ち
の

「
ヰ
」
　
(
ト
)
　
の
使
用
も
注
目
さ
れ
る
。
「
ヰ
」
は
、
「
斗
」
　
の
草
書
を
更
に
崩

(
2
4
)

し
て
略
化
し
た
字
体
で
、
高
尾
時
代
の
ロ
訣
に
「
ヰ
」
　
(
昔
早
)
と
し
て
用

い
ら
れ
、
遡
っ
て
、
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
判
比
量
論
に
草
書
の
　
「
村
」
が
用

(
2
5
)

い
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
訓
点
の
仮
名
と
し
て
は
他
に
は
使
用
例

(
2
6
)

が
管
見
に
入
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
新
羅
の
仮
名
使
用
と
の
関
連
が
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
、
終
　
り
　
に

新
羅
高
僧
撰
述
書
で
現
存
す
る
八
世
紀
と
九
世
紀
の
加
点
本
の
三
本
、
即

ち
八
世
紀
中
葉
以
前
に
角
筆
で
書
入
れ
た
判
比
量
論
、
九
世
紀
初
頭
に
褐
朱

色
で
書
入
れ
た
華
厳
文
義
要
決
、
九
世
紀
末
に
褐
朱
色
で
書
入
れ
た
弥
勒
経

疏
に
つ
い
て
、
加
点
内
容
を
新
羅
と
の
関
係
の
親
疏
か
ら
、
I
型
・
Ⅲ
型
・

Ⅲ
型
の
型
と
し
て
把
え
直
し
た
上
で
、
八
世
紀
と
九
世
紀
の
H
本
の
訓
点
本

の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
型
に
属
す
る
も
の
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
I
型

の
加
点
本
は
判
比
量
論
よ
り
他
に
は
現
段
階
で
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、

Ⅱ
型
は
奈
良
写
経
に
奈
良
時
代
八
世
紀
に
角
筆
で
加
点
し
た
諸
資
料
が
こ
れ

に
属
し
、
Ⅲ
型
は
平
安
時
代
九
世
紀
に
自
点
・
朱
点
等
で
訓
点
を
施
す
こ
と

が
始
ま
り
、
日
本
式
に
発
達
し
た
資
料
の
中
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
分
っ
た
。

I
型
は
新
羅
の
加
点
そ
の
ま
ま
の
も
の
で
あ
り
、
Ⅱ
型
は
符
号
が
新
羅
方

式
で
あ
る
が
、
訓
読
の
用
語
に
は
日
本
語
を
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
Ⅲ
型
は

訓
点
全
体
が
日
本
式
に
な
っ
た
中
で
符
号
の
一
部
に
新
羅
式
を
残
し
た
と
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
時
期
の
上
か
ら
見
る
と
、
I
型
が
八
世
紀
中
葉
以
前

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
Ⅱ
型
が
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
初
頭
で
あ
り
、
Ⅲ
型
が

九
世
紀
で
あ
る
。
こ
れ
は
時
の
推
移
と
共
に
新
羅
加
点
と
の
親
密
度
に
変
化

が
生
じ
、
当
初
は
新
羅
の
加
点
を
そ
の
ま
ま
丸
ご
と
受
容
し
た
も
の
が
、
次

第
に
日
本
語
に
置
換
え
て
訓
読
す
る
よ
う
に
な
り
、
遂
に
は
新
羅
の
方
式
は

符
号
の
一
部
に
残
る
に
止
ま
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
新
羅
の
加
点
の
受
容

の
段
階
的
変
化
を
反
映
し
た
姿
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

但
し
、
こ
れ
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
新
羅
と
の
関
連
性
を
持
っ

た
日
本
の
加
点
本
を
更
に
増
す
必
要
が
あ
る
。
奈
良
時
代
八
世
紀
の
角
筆
加

点
本
は
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
増
加
す
る
見
通
し
が
あ
る
。
平
安
初
期
の
古

点
本
は
、
角
筆
加
点
の
有
無
を
含
め
、
新
羅
と
の
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
再

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

I
型
か
ら
-
型
へ
、
更
に
は
Ⅲ
型
へ
と
い
う
変
化
が
右
述
の
如
く
段
階
的

に
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
な
ら
、
日
本
の
資
料
に
基
づ
い
て
、
日
本
に
影
響

し
た
新
羅
の
加
点
の
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
へ
の
変
化
を
推
測
す
る
の
も
興
味

あ
る
課
題
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

(
こ
新
羅
で
も
、
仮
名
が
先
で
点
吐
　
(
ヲ
コ
ト
点
)
　
は
後
れ
て
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
。
日
本
の
奈
良
時
代
八
世
紀
の
角
筆
加
点

に
は
ヲ
コ
ト
点
使
用
が
認
め
ら
れ
ず
、
九
世
紀
初
頭
か
ら
ヲ
コ
ト

点
任
用
が
始
ま
る
。
そ
の
星
点
本
位
の
ヲ
コ
ト
点
が
、
華
厳
文
義

要
決
の
星
点
本
位
の
素
朴
な
形
式
に
殆
ど
一
致
し
、
そ
の
影
響
と

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
る
。

(
二
)
新
羅
の
点
吐
　
(
ヲ
コ
ト
点
)
　
も
、
星
点
を
基
と
し
、
次
い
で
複
星

点
、
点
と
線
を
組
合
せ
た
符
号
が
加
わ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
九
世

紀
末
ま
で
に
は
整
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

推
測
に
は
別
の
見
方
も
あ
り
う
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
資
料
に
よ
る
基
付
け

が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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注(
1
)
　
春
日
政
治
「
初
期
点
法
例
l
聖
語
蔵
点
本
を
資
料
と
し
て
-
」
　
(
「
国

語
国
文
」
第
二
十
一
巻
九
号
、
昭
和
二
十
七
年
十
月
、
r
古
訓
点
の

研
究
」
昭
和
三
十
一
年
六
月
に
再
録
)
。

(
2
)
　
石
塚
晴
通
「
桧
蘭
・
敦
塩
の
加
点
本
」
　
(
「
墨
美
」
第
二
〇
一
号
、

昭
和
四
十
五
年
六
月
)
。
同
「
敦
性
の
加
点
本
」
　
(
「
講
座
・
敦
坦
第

五
巻
　
敦
坦
漢
文
文
献
」
平
成
四
年
三
月
)
。

H
S
H
H
Z
U
K
A
 
H
a
r
u
m
i
c
h
i
.
T
h
e
 
O
r
i
g
i
n
s
 
O
f
 
t
h
e
 
S
s
P
s
h
g
g

M
a
r
k
s
.
(
A
C
T
A
A
S
I
A
T
H
C
A
声
-
¢
這
)

(
2
)
　
藤
本
幸
夫
「
李
朝
訓
読
致
其
一
-
「
牧
牛
子
修
心
訣
」
を
中
心
と
し

て
-
」
　
(
「
朝
鮮
学
報
」
第
一
四
三
輯
、
平
成
四
年
四
月
)
。

民
族
句
文
字
」
　
(
一
九
九
七
年
七
月
刊
)
　
に
所
収
。

(
冥
　
李
朝
中
宗
七
年
刊
に
基
づ
く
学
習
院
東
洋
文
化
研
究
所
刊
「
三
国

遺
草
」
　
に
よ
る
。

(
1
3
)
　
南
豊
鉉
r
吏
読
研
究
し
　
(
二
〇
〇
〇
年
十
月
刊
)
　
二
一
五
頁
。

(
1
4
)
　
南
豊
鉉
博
士
の
直
話
に
よ
る
。

(
1
5
)
　
注
　
(
4
)
文
献
二
九
四
頁
。

(
1
6
)
　
山
田
孝
雄
「
東
大
寺
諷
謂
文
井
華
厳
文
義
要
決
解
題
」
　
(
昭
和
十

四
年
五
月
)
。

6　5　4

拙
著
「
角
筆
文
献
研
究
導
論
　
上
巻
　
東
ア
ジ
ア
里
　
二
〇
二
頁
。

注
(
4
)
文
献
一
九
三
・
三
五
五
・
三
五
六
頁
。

「
審
詳
師
書
」
　
の
　
「
書
」
と
は
、
6
2
「
元
垢
称
経
疏
一
部
六
巻
　
環

(
7
)

(
8
)

(
9
)

(
1
0
)

】
蘭
円

興
師
述
　
在
玄
印
師
書
中
　
掌
興
福
寺
着
和
師
」
　
の
注
記
に
よ
る
と
　
「
蔵

書
」
　
の
意
と
見
ら
れ
る
。

凝
然
「
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
」
巻
中
、
華
厳
宗
。

堀
池
春
蜂
「
華
厳
経
講
説
よ
り
み
た
良
弁
と
審
詳
」
　
(
「
南
都
仏
教

史
の
研
究
　
上
　
東
大
寺
篇
」
　
昭
和
五
十
五
年
九
月
)
。

注
(
4
)
文
献
、
一
八
七
二
一
三
五
二
一
六
〇
頁
。

富
貴
原
章
信
「
判
比
量
論
の
研
究
」
　
(
「
判
比
量
論
』
昭
和
四
十
二

年
九
月
)
の
「
本
文
と
和
訳
」
に
よ
慰

南
豊
鉉
『
瑜
伽
師
地
論
　
釈
読
口
訣
雪
研
究
』
　
の
「
文
字
体
系
」

一
一
頁
。
並
び
に
白
斗
鉉
「
高
見
時
代
口
訣
司
文
字
体
系
司
通
時
的

変
遷
-
高
麓
時
代
釈
読
口
訣
神
立
可
麓
末
鮮
初
句
音
読
口
訣
斗
豆
喜
二
印
せ

旦
亘
-
」
　
(
第
一
回
d
t
ベ
叶
諸
民
族
可
文
字
倒
召
せ
國
際
學
術
合
議

発
表
論
文
、
一
九
九
六
年
九
月
)
、
後
に
ロ
訣
学
会
編
　
「
叫
べ
叶
諸

(
1
7
)
　
注
(
4
)

(
1
8
)
　
注
　
(
4
)

(
1
9
)
　
注
(
4
)

(
2
0
)
　
注
(
4
)

(
2
1
)
　
注
(
4
)

(
2
2
)
　
注
(
4
)

(
2
3
)
　
注
　
(
7
)

(
2
4
)
　
注
　
(
1
1
)

(
2
5
)
　
注
(
4
)

(
2
6
)
　
大
矢
透

文
献
一
八
八
頁
。

文
献
一
九
三
頁
。

文
献
一
四
一
頁
。

文
献
二
〇
八
頁
。

文
献
三
七
五
頁
。

文
献
、
附
章
第
二
節
第
四
項
。

文
献
。

文
献
の
う
ち
、
自
斗
鉉
氏
論
文
。

文
献
二
八
九
頁
。

『
仮
名
追
及
仮
名
字
体
沿
革
史
料
』
、
春
日
政
治
『
仮
名

発
達
史
序
説
㌢
同
『
片
仮
名
の
研
究
し
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
点

本
論
考
顆
舘
綿
…
幽
」
に
は
こ
の
字
体
が
見
ら
れ
な
い
。

[
附
記
]
　
本
稿
は
、
第
三
回
國
際
學
術
合
議
「
漢
文
諸
法
と
ア
ジ
ア
の
文

字
」
　
(
韓
國
口
訣
學
含
・
ソ
ウ
ル
市
立
大
學
校
主
催
、
平
成
十
七

年
九
月
一
日
)
基
調
講
演
、
並
び
に
日
本
語
学
会
中
国
四
国
支
部

大
会
(
平
成
十
七
年
十
月
八
日
)
　
に
お
け
る
公
開
講
演
で
発
表
し

た
も
の
で
あ
る
。

(
徳
島
文
理
大
学
教
授
・
国
語
学
)
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角 草 加 粘 (文 字 と　符競)

新　羅　 式 日本式

合　符 四聾粘 返讃符 句切符 注示符 漢字注 眞侶名 省童侶名 ヲコト粘 合　 符

呂 己 ÷

0　0
○ ○ ○ × ×

冠 °
至口

矧 ○恕 × ×

矧 ○尋 × ×

B □

ロ
○ × ×

計 × ×

呂 ○ × ×

呂 至ロ ○ ○ × ×

呂 0
至ロ

C呂 矧 ○ ○ × ×

詔 ○習 ○ × ×

珪 []
>□

○ ○ × ×

琵 ⊂]
凸 ○習 ○ × ×

冒 ○ × ×

× 〇℃ ○ ○藍 □
凸

×
0　0

至口

[コ1

[コノ
○ ○ ○壷

□
1ロ

× × ×
ロ

□
× × × × × ×
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角

奉

加

烹占

本

時

代
資　料(所蔵・寄寓時代)

訪博士B 彷博士A

新
羅
径

列比立論(大谷大學祓・八世紀前辛鞠駕)
少 ロ白書/

八
世
来己
嘉
良
時
代

　)

加
粘
本

華

厳

刊

定

記

巷第五(大東急記念文庫祓・延暦二年以前罵) 口戸 皿 子

巷第九(東大寺問書館蔵・奈良時代寓)
垂

餌十三(東大欄書館祓・霜害高年寓) 口仲 [コ[コ

巻第十三(別本)(東大寺圀書館祓・天平坊賛年寓)

巷第八本(國祓く文化腐保管〉・奈良時代罵) ■　■ ロロ

華
厳
経

巷第四十一(東大寺囲書館蔵・侍再議景雲二年罵) 垂 □由ロ

巷竺去妄二十(東大寺的館蔵・奈良時憫) 少

桝設一切有部耽姦壷餌二(詰責聖賢要) 千

瑜伽師地論讐意志百(石山寺頑・天平十六弼 ) 垂

瑜伽師地論巷第五十七(石山寺頑・奈良時代寓) ロ戸

大乗掌珍論巻上(國裁く文化密保管〉・賛誌三年寓) [戸

九
世
紀
奉加
雛
塑本

大唐西域記巷第一(興聖碍寺或・廷層四年寓)

大乗贋百論繹論研十(歪婁詣毒瑠臥年頃) ≠

筆削 定記絹 二 ・餌 九 (零妻謂 真綿 )
× ×
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